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3 南北に平行に走る 5本の同じ長さの線分が等間隔で並んでいる．西から順に，各線分の南の端点は，A0，

B0，C0，D0，E0であり，北の端点は，A，B，C，D，Eである．各線分を 4等分する点を，南から順に，1番

地，2番地，3番地と呼ぶ．隣り合う線分の同じ番地同士を結ぶ線分を橋と呼ぶ．人は南の端点のいずれかをス

タート地点として北へ向かって歩き始め，橋に出会わなければそのまま北へ向かって歩き続け，橋に出会えば橋

で結ばれた隣の線分に渡ってその線分を北へ向かって歩く．必要ならこれを繰り返し，人は最終的に北の端点の

ゴール地点に到着する．Dに家があるとする．5つの各スタート地点から家に到着することができるそれぞれの

確率を，以下の場合に，求めなさい．

(1) 同様に確からしく，1番地に 1本の橋を置く場合

(2) 同様に確からしく，たがいに独立に，1番地に 1本，2番地に 1本，3番地に 1本の橋を置く場合


